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押印の見直し等に係る危険物保安技術協会
規程・細則に関する一部改正について
１　はじめに
　危険物保安技術協会（以下「協会」という。）では、押印の見直し等に係る協会規程・細則の一部改正を行い、令和３

年１２月１日から施行します。

　改正では、規程・細則で定められた各様式における申請者等の押印について不要とし、様式中の「印」を削除すること

としました。以下、この改正について御紹介します。

２　押印の見直し等に関する事項について
⑴　改正の背景
　行政サービス等におけるデジタル化の推進に対応すべく、「規制改革実施計画」（令和２年７月１７日閣議決定）にお

いて、各府省庁に対し、所管する行政手続きのうち、法令等により、国民や事業者等に対して書面の作成・提出等を求

めているもの、押印を求めているもの、又は対面での手続きを求めているものについて見直しを行い、法令、告示、通

達等の改正を行うといった制度的対応が求められました。

　その後、総務省消防庁から「消防関係法令に基づく書面規制、押印、対面規制の見直し及び手続きのオンライン化に

ついて（通知）」（令和２年１２月２５日消防総第８１２号、消防庁次長通知、各都道府県知事・各指定都市市長あて）

が発出され、書面規制、押印、対面規制の見直しに係る留意事項が示されるとともに、同日、消防関係法令に規定され

ている各様式中の押印を不要とする改正規定が施行されたところです。

　また、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、「新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針」（令和２年

３月２８日新型コロナウイルス感染症対策本部決定（令和３年９月２８日変更））においても、事業者における在宅勤

務（テレワーク）等、人との接触を低減する取組等が引き続き求められているところです。

　今般、協会においても事務の電子化推進や新型コロナウイルス感染症の拡大防止に対応すべく、所要の改正を行うこ

ととしました。

⑵　改正規程・細則の概要
　今般の改正では、規程・細則で定められた各様式における申請者等の押印について不要とし、様式中の「印」を削除

しました。これは、様式のみに押印欄がある手続きは、基本的に押印を求める積極的意味合いが小さいと考えられると

判断したものです。

　また、元号を改める政令（平成３１年政令第１４３号）が令和元年５月１日に施行されたことに伴う元号表記の見直

しや、不正競争防止法等の一部を改正する法律（平成３０年法律第３３号）の一部改正に伴い（令和元年７月１日施行）、

工業標準化法（昭和２４年法律第１８５号）の法律名が産業標準化法に、また、日本工業規格（ＪＩＳ）の名称が日本

産業規格（ＪＩＳ）に改められたことを踏まえた所要の改正も行いました。
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３　おわりに
　ここまで、今般の押印の見直し等に係る協会規程・細則の一部改正の内容について御紹介しました。関係各所の皆様に

おかれましては、改正規程・細則が施行となる令和３年１２月１日以降は新様式をご使用いただきますよう、よろしくお

願い申し上げます。

　今般、押印欄を削除した様式については、協会ＨＰに順次掲載していきます。

　ＵＲＬ：http://www.khk-syoubou.or.jp/guide/download.html
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